
（富岡市はたらきやすい労働環境づくり協議会） 事業実施期間 令和7年度＜就労条件改善タイプ＞

（群⾺県富岡市周辺）
令和6年度補正
雇用体制強化事業

市が実施した担い⼿へのアンケートによると、5年後から10年後に規模を拡⼤したい農家は33％。現状を維持したいという農家が23％。規模縮⼩したいという農家は42％であった。
管内の農業経営体の⼤半は複合経営で⽣計を⽴てており、①モデルになるような⼤規模⽣産法⼈やリーダー農業者がおらず、雇⽤の事例やノウハウが少ない。②地域労働⼒の減少による
⼈⼿不⾜やマッチングロス③⼩規模な家族経営体が多く、雇⽤や規模拡⼤のハードルが⾼い、等様々な理由が絡み合って、雇⽤導⼊や規模拡⼤の機運が醸成されにくい状況である。
⼀⽅、若⼿の後継就農者や独⽴新規就農者といった地域の中核⼈材候補も少なからず存在している。このような候補に、労働基準法・労災保険等、雇⽤導⼊のために最低限必要な知識・
環境整備を導⼊する。併せて、雇⽤型経営への移⾏に向けた⾃⾝の経営の⾒える化に取組、経営規模の拡⼤が倒産リスク等に繋がらないよう⽀援する。さらに、⾃⾝の業務の権限移譲、
スポットバイトの活⽤、採⽤・求⼈⽅法等、今後の経営発展がスムーズに進むよう⽀援する。

関係機関

連携機関

構成員（就労条件の改善に取り組む農業経営体

今年度の取組み内容

ア 働きやすい環境づくり計画の策定・推進

イ 働きやすい労働環境づくりのための研修等の実施

（富岡市役所）

（⽢楽富岡農業協同組合・群⾺県⻄部農業事務所富岡地域農業課）

１ 上州鈴⽊農園：レタス・トウモロコシ：２⼈
２ ⾦井農園：レタス・ブロッコリー：２⼈
３ にこにこ農園たむら：キウイフルーツ・梅：０⼈
４ むらにし農園：なす・⼩松菜・キャベツ：１⼈
５ ㈱ウィーズ農園：さつまいも・トウモロコシ：３⼈
６ ⽥村果樹園：りんご・キウイフルーツ：１⼈
７ ⾼野農園：⻑ねぎ・なす：２⼈
８ 柴崎農園：とまと・きゅうり・農家カフェ：１８⼈

１ 上州鈴⽊農園：レタス・トウモロコシ：２⼈
２ ⾦井農園：レタス・ブロッコリー：２⼈
３ にこにこ農園たむら：キウイフルーツ・梅：０⼈
４ むらにし農園：なす・⼩松菜・キャベツ：１⼈

① 取組あり ② 取組あり ③ 取組あり ④ 取組なし ⑤ 取組なし ⑥ 取組なし

① 取組あり ② 取組あり ③ 取組なし ④ 取組なし ⑤ 取組なし

① 取組なし ② 取組なし ③ 取組なし ④ 取組なし ⑤ 取組なし ⑥ 取組なし ⑦ 取組なし ⑧ 取組なし ⑨ 取組なし

⑩ 取組なし ⑪ 取組なし ⑫ 取組なし ⑬ 取組なし ⑭ 取組あり ⑮ 取組なし ⑯ 取組なし ⑰ 取組なし ⑱ 取組なし

保育環境の整備 ⼈事評価制度の設定 資格取得を促進する制
度の導⼊

スキルアップに資する⽬
標・計画の策定

若年及び⼥性労働者の
新規就農や定着

Ⅰ　労働基準関係
法令への準拠

Ⅱ　各種保険制度
への準拠

Ⅲ　その他の
就労条件改善

特別⼿当の設定
（例︓地域貢献⼿

当）
育児休暇の設定給与等⽀給額を

前年度⽐増
地域別最低賃⾦よりも
５％以上の上乗せ 定期昇給制度の設定 給与テーブルの作成 能⼒と給与を連動させる

仕組みの構築 役職⼿当の設定

その他（　⇒　）

▼その他の内容

労災保険の加⼊ 雇⽤保険の加⼊ 健康保険の加⼊

その他（　⇒　）

▼その他の内容

労働安全教育の実施

介護休業の設定

外国⼈特有の事情に配
慮した就労環境

農業に係る労使関係相
談・仲介体制整備

厚⽣年⾦保険の加⼊ その他（　　）

▼その他の内容
（任意傷害保険への
加⼊）

就業規則の新規策定 所定労働時間の設定 休憩⼜は休⽇の設定 三六協定の締結の設定 時間外割増賃⾦の⽀給

「もともと地域で抱えていた課題」及び「取組の概要・コンセプト」



（ ） 事業実施期間 令和7年度＜就労条件改善タイプ＞

（ ）
令和6年度補正
雇用体制強化事業

今年度の取組み内容

ウ 就労条件改善等のための取組

①就業規則の新規策定＝1経営体・②労働条件通知書の策定（所定労働時間・休憩・休⽇の設定）＝8経営体
③労災保険加⼊＝3経営体・④雇⽤保険加⼊＝１経営体・⑤スキルアップに資する⽬標や計画の策定＝８経営体

当市では、JA⽢楽富岡が取り組んでいるインショップ事業の恩恵等々によって家族経営体から抜け出す経営体が
少なく、産地全体として上記についての知⾒の蓄積がされていなかった。そのような状況から、①専⾨家への個
別相談等による知識導⼊・②法令順守の意識づけ、③法廷要件を満たさないことのリスク共有も⾏った。
⼀⾔でいうと「マイナスの状況を０にする⽀援」に取組んだ。

エ 就労条件改善等を具体的な労働力確保につなげるための取組の実施

（富岡市はたらきやすい労働環境づくり協議会） （群⾺県富岡市周辺

①構成員同⼠での検討会・②個別ヒアリング・③雇⽤導⼊／雇⽤改善プラン策定（別紙参照のこと）
④個別⽀援（業務マニュアル・休憩スペースの整備）・⑤労働条件について社労⼠への相談・
⑥集合研修の実施（全６回）・⑦視察研修

雇⽤・規模拡⼤はリスクも内包しているため、「確りとした計画がなければアクション出来ない」という前提の
もと、経営状況の⾒える化・経営計画の策定に取組んだ。（別紙参照のこと）
併せて、①作業の棚卸・②委譲する業務の線引き・③業務マニュアルの整備にも取り組んだ。
雇⽤等を進めるにあたり最低限必要な知識・取組を１からインプットし、アウトプットに繋げた。



（ ） 事業実施期間 令和7年度＜就労条件改善タイプ＞

（ ）
令和6年度補正
雇用体制強化事業

経営状況｜#2 収支

2025 年度

2. 費用構成

# 2024年 2023年 2022年 備考
01 ¥2,234,350 ¥2,114,550 ¥2,284,160
02 ¥286,000 ¥319,000 ¥394,000
03 ¥1,303,699 ¥1,079,710 ¥1,403,660
04
05 ¥4,211 ¥4,800 ¥5,400
06 ¥694,450 ¥376,900 ¥365,400
07 ¥772,058 ¥738,824 ¥631,748
08 ¥1,359,036 ¥1,524,564 ¥1,055,749
09
10 ¥42,790 ¥141,240 ¥277,517
11 ¥1,204,650 ¥1,030,822 ¥974,631
12 ¥393,965 ¥343,415 ¥236,819
13 ¥2,733,593 ¥3,072,440 ¥2,111,848
14 ¥192,924 ¥151,082 ¥128,328
15 ¥111,185 ¥169,610 ¥144,703
16 ¥105,453 ¥2,798 ¥83,000
17 ¥140,508 ¥162,556 ¥144,667
18 ¥1,247,873 ¥814,759 ¥999,495
19
20

¥12,826,745 ¥12,047,070 ¥11,241,125
1. 売上構成

# 品目 品目別売上高（円） 販路内訳 品目別売上高（円） 3. 主な償却資産
春レタス ¥5,778,726 # 取得年 耐用年数（年）取得価額（円）

秋レタス ¥7,539,752 01 R3.11 5 ¥1,065,200
とうもろこし ¥4,933,649 02 R6.11 6 ¥735,300
キャベツ ¥3,609,945 03 R4.3 3 ¥1,216,500

04
05
06
07
08
09
10

4. 5~10年以内に見込まれる設備投資や大きな支出の予定

合計 ¥21,862,072 合計 ¥0

納屋(中古)
ハウス(事務所)

トラクター(中古)

合計

分類 機械設備名

荷造運賃手数料

農業共済金
雑費

農薬衛生費

修繕費
諸材料費

動力光熱費
作業用衣料費

租税公課

種苗費
肥料費

飼料費

農具費

雇人費

小作料・賃借料

減価償却費
貸倒金

利子割引料

¥17,275,829 円

雑収入 ¥140,064 円
経費項目

FARMSIDE

売上 ¥23,859,637 円 経費

春レタス

秋レタス

とうもろこし

キャベツ

春レタス 秋レタス とうもろこし キャベツ



（ ） 事業実施期間 令和7年度＜就労条件改善タイプ＞

（ ）
令和6年度補正
雇用体制強化事業

経営状況｜#3 人員

1. 人員構成

現在 5年後 10年後 15年後

01 事業主 鈴木 知馬 48 53 58 63 1~12月 　　　　340日（年間）

9h/日

01 パート（通年） 松本  泉 51 56 61 66 1~12月 8 　　　　　　　　1～5日/週
3~8h/日

02 パート（通年） 今井 重光 70 75 80 85 1~12月 9 　　　　　　　　　　5日 /週
４h/日

03 パート（臨時） 武藤 愛理 28 33 38 43 ４~６月 1 　　　　　　　　　　5日 /週
３h/日

05 パート（臨時） 松本 和江 74 79 84 89 ３? ７月 1 30日（年間）

06

07

08

09

10

2. 業務に関する課題　例）〇〇さんしかできない作業が多い、毎年〇〇（作業）の人手が足りない

3. 組織運営に関する課題　例）リーダー業務を任せられる人がいない、スタッフ同士の人間関係が良くない

4. 人材を採用する場合の募集チャネル、採用方針、採用実績

5. 将来的な人員構成のイメージ

①主に収穫は代表者がいないと作業が進まない　・収穫の時間帯の問題(春レタス、トウモロコシ)　・畑での選別、箱詰め(特にレタス)  　②使用していない時期になると草だらけになる圃場が増えた　・人数に対して作付する面積の限界

①現状の規模が限界というところ。トウモロコシはまだ作付増のチャンスがあると思うが収穫率もあまり上がってこないのでやり方を考える必要あり　②レタスは販売単価をもう少し安定させないと増産にふみきれません

①ハローワーク　②方針? 短時間でもOK　曜日、時間帯柔軟な方助かる　※採用実績　ハローワークで2016年～　4名(うち２名は現在も勤務中1名来シーズン未定)

売上　3000万～　　正規1名　パートさん2～3名

農作業全般(機械除く) 2017年～

市場への配送 2025年～

とうもろこしの播種 2025年～

農作業全般(機械含む)事務作業

農作業全般(機械含む)事務作業 2018年～

勤務時期 勤続年数（年） 勤務日数（日 /  週）勤務時間（時/日） 主な業務 人物像、特記事項

FARMSIDE

# 形態 お名前
年齢



（ ） 事業実施期間 令和7年度＜就労条件改善タイプ＞

（ ）
令和6年度補正
雇用体制強化事業

経営状況｜#4 作業暦

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

合計作業時間（h/月）

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

合計作業時間（h/月）

ああ

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

合計作業時間（h/月）

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

定植

合計作業時間（h/月）

3月 4月 5月 6月 7月

播種

定植

畑づくり 収穫?

1月 2月 3月 4月 5月 6月

主な作業内容

? 収穫

①貯蔵場所が問題
②レタス収穫と掘りとりが重なるので忙しい

販売(年明け)
04 さつまいも

主な作業内容

課題

収穫

02 トウモロコシ

主な作業内容

課題

# 品目

03

# 品目

①12月､1月の売上の為品目　単価安

キャベツ

課題

8月 9月 10月 11月 12月1月 2月

9月 10月 11月 12月7月 8月

播種

定植

畑づくり 収穫

①計画140a? 実績160a

# 品目
1月 2月 3月 4月 5月 6月

③面積が増えると除草、防除問題も増える

8月 9月 10月 11月 12月7月

畑づくり 収穫

①反収(売上)の変動が大きくて増産にふみきれない。そこが少しでも解消されればもう少し作付したいところ
②春レタスの収穫時間が0:00ｽﾀｰﾄ? 5:30には高崎市場に出発? JA,ツルヤ含めても9:00に終了　増産するなら0:00~5:00までの作業者が必要

FARMSIDE

# 品目
1月 2月 3月

播種

定植

01 レタス（春、秋）

主な作業内容

課題

11月 12月

播種

定植

畑づくり 収穫

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月



（ ） 事業実施期間 令和7年度＜就労条件改善タイプ＞

（ ）
令和6年度補正
雇用体制強化事業

経営状況｜#5 中期計画

品目 面積 単位 品目 面積 単位 品目 面積 単位 品目 面積 単位

春レタス 100 a 春レタス 140 a 春レタス 160 a 春レタス 400 a
秋レタス 108 a 秋レタス 140 a 秋レタス 160 a 秋レタス 400 a
トウモロコシ 160 a トウモロコシ 200 a トウモロコシ 250 a トウモロコシ 600 a
キャベツ 50 a キャベツ 50 a キャベツ 60 a キャベツ 150 a
さつまいも 3 a その他 10 a その他 10 a その他 50 a

合計 421 a 合計 540 a 合計 640 a 合計 1,600 a
販路 売上高（円） 比率 販路 売上高（円） 比率 販路 売上高（円） 比率 販路 売上高（円） 比率

ぐんま県央青果 ¥7,219,673 40% ぐんま県央青果 ¥9,017,204 35% ぐんま県央青果 ¥10,672,203 35% ぐんま県央青果 ¥26,469,632 35%
農協 ¥4,512,296 25% 農協 ¥6,440,860 25% 農協 ¥7,623,002 25% 農協 ¥18,906,880 25%
大丸青果 ¥1,804,918 10% 大丸青果 ¥2,576,344 10% 大丸青果 ¥3,049,201 10% 大丸青果 ¥7,562,752 10%
リンベル ¥1,804,918 10% リンベル ¥2,576,344 10% リンベル ¥3,049,201 10% リンベル ¥7,562,752 10%
直売･その他 ¥2,707,377 15% 直売･その他 ¥5,152,688 20% 直売･その他 ¥6,098,402 20% 直売･その他 ¥15,125,504 20%

0% 0% 0% 0%
0% 0% 0% 0%
0% 0% 0% 0%

合計 ¥18,049,183 合計 ¥25,763,440 合計 ¥30,492,009 合計 ¥75,627,520

家族 家族 家族 家族

正規従業員 正規従業員 正規従業員 正規従業員

パート（通年） パート（通年） パート（通年） パート（通年）

パート（臨時） パート（臨時） パート（臨時） パート（臨時）

外国人材 外国人材 外国人材 外国人材

その他 その他 その他 その他

②採用
・募集方法検討、掲載、面接、採用

③育成
・作業マニュアルを作成し活用、またはOJ Tによる指

導

④定着
・定期面談の機会づくり

・+ αの福利厚生の検討
・役割の付与　特定の担当、パートとりまとめなど

⑤労務管理

②採用
・左記同様に実施と改善

④定着
・左記同様に実施と改善

・外部農業者との交流、勉強の機会を設ける

⑤労務管理
・労務管理を専門家へ外部切り出しを進める

②採用
・左記同様に実施と改善

・場合によっては、自社SNS等での募集も検討

④定着
・左記同様に実施と改善

・定着のために、自社農園の現状に沿ったあり方を検
討

? その他
・現場をある程度、社員や通年パートさんに任せ、

　鈴木さんは経営について考えられる時間を確保する

・主力品目は同じで栽培技術を高める

・栽培技術を他のスタッフにも伝える
・鈴木さんなしでもある程度機能するように

・現状の4倍の作付け面積想定

・手が届かなくても目は届かせる
・品質は落とさない

・法人化

①人材確保、②圃場の確保、③設備投資
④販売先の確保、⑤労働環境の整備

⑥法人化する為の準備

・生産、販売、経営など現在の延長ではなくなると想
定
・経営者としての成長を目指す

¥6,000,000 ¥16,000,000
1 1

2

生産品目

売上構成

所得（円） ¥4,000,000 ¥5,000,000

2030.01 2035.01
52 57

FARMSIDE

項目 現在 3年後 5年後 10年後
時期 2025.07 2028.01

年齢（歳） 47 50

※①~  ⑤の区分は別紙参照

②採用
・採用に向けて、必要な人物像を明確にする

・タイミー等を活用。鈴木さんでなくていい作業の切
り出し

③育成
・パートさんに委譲していきたい仕事の棚卸し

・事故防止のための安全教育の実施

⑤労務管理
・労働条件通知書の作成、契約

・雇用保険、加入検討
・有給休暇の付与

人員構成

1

2
2

状況・展開 ・農園のインフラ整備実施   

2
2 5

3

行動方針
・5年後を見据えて投資、基礎作り
①人材確保、②圃場の確保、③設備投資
④農園内外の人間関係づくり

・引き続き、土台づくり期間

①人材確保、②圃場の確保、③設備投資
④販売先の確保、⑤労働環境の整備

⑥法人化する為の準備

3
3

1
1 1



（ ） 事業実施期間 令和7年度＜就労条件改善タイプ＞

（ ）
令和6年度補正
雇用体制強化事業



（ ） 事業実施期間 令和7年度＜就労条件改善タイプ＞

（ ）
令和6年度補正
雇用体制強化事業

本事業取組みにおける成果項目 次年度以降の取組み内容

（富岡市はたらきやすい労働環境づくり協議会） （群⾺県富岡市周辺

１ ハード⾯での整備
①就業規則の新規策定・②労働条件通知書の策
定・③労災保険の加⼊・④雇⽤保険の加⼊・
⑤スキルアップに資する⽬標や計画の策定

２ ソフト⾯でのインプット
集合研修等を通じて、雇⽤の前段となる権限移
譲・求⼈⽅法・従業員との関係性構築などを学
んだ。

３ 雇⽤等の実践（アウトプット）
実際に雇⽤することにより、インプットしたこ
とを実体験に落とし込んだ。

富岡市では、毎年度、ファームサイド株式会社
の協⼒のもと、経営改善実践スクールを開講し
ている。来年度以降も農業者の経営⼒強化を主
題として、セミナー・ワークショップを継続実
施する。具体的には、令和７年度に当該事業を
活⽤して策定した事業計画の進捗管理を進める。

この取組等により、雇⽤・規模拡⼤・経営発展
等に意欲のある⺟集団を形成することができた。
この⺟集団の育成はもとより、⺟集団が蓄積し
た知⾒等を、後進に受け継いでいく。
具体的には、スクールの講師や新規・親元就農
者への指導等、指導者側に移⾏しつつ、⾃⾝の
経営も発展させる枠組みを構築する。


